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19 庄内川沿いの探訪  春日井市の文化を育んだ川

庄内川は、岐阜県恵那市の夕立山(標高 727m)を水源とし、屏風山断層に並行
して瑞浪、土岐、多治見の盆地を流れ、その間の峡谷を刻みながら県境の玉野川
渓谷を抜けて濃尾平野に出ます。

そして春日井市内でも幾つもの支流と合流し、名古屋市西区で矢田川と合流し
て伊勢湾に注ぎます。その延長 96Km、流域面積 1,010Km²の河川です。

この川沿いに、人々がいつしか住みはじめ、春日井の文化を育んだ川であるこ
とは間違いありません。

人々が、この川とともに生きてきた痕跡が今なお多く残っています。
松河戸の沿革にとって欠かすことができないこの川の、市内を流れる川沿い

(19.3Km)を探訪することとします。

(1) 古墳、古代遺跡………………………p427

(2) 庄内川の渡し……………………………p439

(3) 庄内川に架かる橋…………………………p445

(4) 治水と水利用…………………………………p453

(5) その他の名所 ………………………………… p463

(6) 庄内川の自然を探訪(カヌーで川下り) ………… p473

庄内川の水源(庄内川水系)

延長 96Km

流域面積 1,010Km²

庄内川河川事務所

松河戸文化科学探求隊

隊長 長谷川浩
080－3657-7052

松河戸町の沿革ホームページ
http://matsukawado.com/
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主なもの

(1) 古墳、古代遺跡          ・高蔵寺古墳群(高蔵寺第５号墳)

(2) 庄内川の渡し跡           ・岩瀬の渡し、・入尾の渡し
  
(3) 庄内川に架かる橋         ・城嶺橋、・玉野橋、・鹿乗橋・庄内川橋梁

(4) 治水と水利用            ・玉野堰堤・玉野用水・玉野水力発電所

(5) 川沿いの名所・遺産      ・愛岐ﾄﾝﾈﾙ群(３号ﾄﾝﾈﾙ、４号ﾄﾝﾈﾙ、旧中央線笠石洞暗渠)
・玉野古道・玉野川渓谷・定光寺駅

岐阜県境から鹿乗橋付近まで(玉野川渓谷)

・春日井の東部山地にあたり、川は岩石の屹立する中を急流となっています。
特に玉野川渓谷の辺りは、風光明媚な場所で、昭和 50 年頃までは名古屋の奥座敷と言われ、観光で大変
にぎわっていました。

・大きな岩や崖が川と調和して美しい風景を作っています。
現在は、愛岐トンネル群(廃線)で脚光を浴びています。
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主なもの

(1) 古墳、古代遺跡   ・高蔵寺古墳群 (高蔵寺第３号墳)、(高蔵寺瓦窯跡)

・志段味古墳群(白鳥古墳など)

・気噴古墳群 (気噴 7 号墳)、
・大留古墳群 (天王山古墳)、(親王塚古墳)、(大留荒子古墳)、

・神領古墳群 (神領第１号墳)(三明神社古墳)(神領第４号墳)３つは三明神社にあり

(高御堂古墳) (神領銅鐸)

(2) 庄内川の渡し跡    ・大日の渡し、・野田(吉根)の渡し
   
(3) 庄内川に架かる橋   ・ｻｲﾌｫﾝ橋・東谷橋・新東谷橋・大留橋(取外し)・志段味橋・庄内川橋

・下志段味橋・吉根橋

(4) 治水と水利用 ・水位観測所 ・高貝用水堰・上条用水堰

(5) 川沿いの名所・遺産 ・密蔵院・大留城

高蔵寺付近から吉根橋付近まで
・この辺りは穏やかな流れとなっていますが、所々に流れの速い所があります。
・川沿いには、古墳や遺跡が点在しています。

・河原や川にたくさんの自然が残っている区間です。
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主なもの

(1) 古墳、古代遺跡    ・桜佐下五反田遺跡、
・松河戸遺跡、
・勝川遺跡、
・味美古墳群 (二子山古墳)、(白山神社古墳)、(御旅所古墳)、(春日山古墳)

(2) 庄内川の渡し跡       ・桜佐の渡し、・下津の渡し、・松河戸の渡し、・勝川の渡し、
    
(3) 庄内川に架かる橋    ・庄内川大橋・庄内川橋・松川橋・庄内川橋梁・勝川橋

(4) 治水と水利用     ・喰違堤・庄内用水頭首工

(5) 川沿いの名所・遺産 ・上条城・吉田城・たたらが淵・観音寺・小野社・十五の森
・尾張広域緑道

桜佐町付近から八田川まで
・この辺りは穏やかな流れとなっています。たたらが淵あたりは川幅が広くなっています。
・縄文、弥生時代からの遺跡が見られます(桜佐、松河戸、勝川)
・広い河原が公園や畑として利用されているところもありますが、たくさんの自然が残っています。
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(１) 古墳、古代遺跡

古代の人々は、豊富な水と肥沃な土地を求め、庄内川流域の小高くなった場所などに「環
濠集落」をつくり、次第にそれらの村々が集まって小国家をつくっていったと考えられます。

庄内川沿いには、縄文後期から近世に至る複合遺跡が多く存在しています。
また 4～7 世紀頃この地域を納めていた権力者たちの墓だと思われる大小の古墳も多く点在

しています。
古墳の主体部は横穴式石室が多く、７世紀中頃からの後期古墳が多く存在しています。
庄内川沿いの主な古墳、古代遺跡について上流からみてみます。

① 玉野、高蔵寺辺りの高蔵寺古墳群…………………………………………p428
〇 高蔵寺第 5 号墳
〇 高蔵寺第 3 号墳
〇 高蔵寺瓦窯跡

② 東谷山ふもとの志段味古墳群(名古屋側) …………………………………p429
〇 白鳥塚古墳など

③ 自然堤防上に連なる気噴、大留、神領古墳群 ……………………………p430
【気噴古墳群】

〇 気噴 7 号墳
【大留古墳群】

〇 天王山古墳
〇 親王塚古墳
〇 大留荒子古墳

【神領古墳群】
〇 神領第 1 号墳
〇 三明神社古墳   三明神社内
〇 神領第４号墳
〇 高御堂古墳
〇 神領銅鐸

④ 上条、下津、中切、松河戸辺り……………………………………………p434
〇 桜佐下五反田遺跡
〇 松河戸遺跡
〇 勝川遺跡

⑤ 味美周辺の味美古墳群……………………………………………………p436
〇 二子山古墳
〇 白山神社古墳
〇 御旅所古墳
〇 春日山古墳

(参考資料) 春日井市の地形と主要遺跡分布…………………………………p438

松河戸文化科学探求隊

隊長 長谷川浩
080－3657-7052

松河戸町の沿革ホームページ
http://matsukawado.com/
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高蔵寺・高座山古墳群と庄内川
(東から北西方面をみる平成 23 年頃 市教育委員)
会)

① 玉野、高蔵寺辺りの高蔵寺古墳群

庄内川は、山々に囲まれた岩石の屹立するなかを急流とな
って流れています。

高座山と東谷山の山間を抜けると一転して春日井市の街並
みがみえ、川は緩やかに流れ、7 世紀ころの古墳や、瓦窯跡
が発見されています。

高座山南斜面から庄内川の河岸段丘上にわたって多くの古
墳があり高蔵寺・高座山古墳群と呼ばれています。

また、高蔵寺第 5 号墳はこの位置より１.５キロ上流のうぐ
い川が庄内川へ合流する付近の段丘上の開けた水田の中にあ
り、この辺りにも多数の古墳があり玉野古墳群と呼ばれてい
ましたが、今はこの古墳のみで高蔵寺古墳群に包含されてい
ます。

〇 高蔵寺第 5 号墳

・春日井市玉野町
・７世紀末頃の後期古墳
・古墳の盛土と天井石がなくなっており横穴式石室の壁だけが水田  

の中に残っていたので、地元では古くから石塚と呼んでいた。
・石室の全長は右側で 8.05m、左側で 7.8m

・遺品物は、須恵器５種類、刀子・鉄ぞく・馬具などの金属製品７
種類 17 点で、天井石がなくなっているにもかかわらず保存状態
が良く、鉄製品が多いのが特色

〇 高蔵寺第 3 号墳

・春日井市高蔵寺町 6 丁目
・7 世紀初頭の古墳
・横穴式石室を有する直径約 15ｍほどの後期円墳
・昭和 47 年に発掘調査され、同 49 年現位置において復元された。
・副葬品は提瓶、広口壺の２点のみ

〇 高蔵寺瓦窯跡

・高蔵寺３丁目、高蔵寺駅から南西に 500m 高座山の
南面裾部の河岸段丘面の南端

・春日井市内では、7 世紀の後半から 8 世紀にかけての 高
蔵寺瓦窯と白山瓦窯という 2 か所の瓦窯跡の存在が知られ

ており、勝川廃寺の瓦は、高蔵寺瓦窯で焼かれ庄内川を運
ばれてきたと思われている。

高蔵寺第 5 号墳

高蔵寺第 3 号墳

高蔵寺第 5 号墳

高蔵寺第 3 号墳

春日井市教育委員会 古墳散歩から

高蔵寺瓦窯跡



Ⅵ 地域探訪                            19 庄内川沿いの探訪
                                    (1) 古墳、古代遺跡

- 429 -

② 東谷山ふもとの志段味古墳群(名古屋側)
東谷山の麓から龍泉寺にかけての庄内川両岸の河岸段丘には多くの古墳が築造され、かつて

100 基を越える古墳が存在していたとされるが、この地区が戦前は軍の演習場であったこと、ま
た戦後は民間への土地払い下げと開発に伴う区画整理が行われたことなどによって多くが失われ
ました。

東谷山のふもとにある上志段味地区には、1972 年に国の史跡に指定された「白鳥塚古墳」や、
2014 年には「尾張戸神社古墳」、「中社古墳」、「南社古墳」、「志段味大塚古墳」、「勝手塚
古墳」、「東谷山白鳥古墳」の 6 基が追加指定されて、これらを含めて「志段味古墳群」と呼ば
れており、いずれも 4 世紀から 7 世紀にかけて築造されたと考えられています。

名古屋市は、2019 年にｶﾞｲﾀﾞﾝｽ施設として、「体感！しだみ古墳群ﾐｭｰｼﾞｱﾑ」をｵｰﾌﾟﾝしました。

資料

名古屋市役所教育委員会 文化財名古屋保存活用実行委員会
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③ 自然堤防上に連なる気噴、大留、神領古墳群

この辺りは、繁田川、内津川が庄内川に合流する地点であり、自然堤防上に４～７世紀ごろの中小
の古墳などが多く点在しています。

しかし、区画整理事業による開発が行われ、新たに発見されたものや喪失したものも多数あり、保
全活動が進められています。

【気噴古墳群】

気噴古墳群は庄内川右岸の台地上、高蔵寺古墳群の下流側
に存在している古墳群です。

現在は気噴 7 号墳が公園内に保存されているのみで、その
ほかはいずれも消滅しています。

気噴 7 号墳

・春日井市気噴町 気噴公園内
・7 世紀代の後期古墳
・直径 12m、高さ 2.4m の円墳
・主体部は横穴式石室（現在は埋め戻され見学不可）

・７世紀ごろ気噴付近一帯を中心とする有力者
  の家族墓と推定される
・蓋杯と思われる須恵器が出土したという(伝承)

区画整理後気噴公園の中に移された

気噴７号古墳

天王山古墳

新王塚古墳

大留荒子古墳

三明神社

(神領第１号墳、三明神社古墳、神領第４号墳)

高御堂古

神領銅鐸出土

JR 神領駅周辺における庄内川の旧河道
平成９年 西から東方向撮影 市教育委員会

気噴 7 号墳

平成 14 年頃 区画整理中

気噴古墳群 気噴 7 号墳

南から北方面 平成 23 年頃



Ⅵ 地域探訪                            19 庄内川沿いの探訪
                                    (1) 古墳、古代遺跡

- 431 -

・大留荒子古墳 ・新王塚古墳 ・天王山古墳

【大留古墳群】

この辺りは、高座山、東谷山の山間を出て南西流する庄内川
が、川幅を広げながら西に向きを変える辺りで、かつて 10 基
余の古墳がありましたが、そのうち３基が現存します。

また、平成 10 年度より発掘調査が行われ、縄文時代中期
（約 4500 年前）、弥生時代後期～古墳時代前期（約 1800 から
1600 年前）、古墳時代後期（約 1400 年前）、鎌倉から室町時代
（800 から 500 年前）の遺構が見られます。

竪穴住居が遺構の中心となっており、縄文時代中期 1 軒、
弥生時代後期～古墳時代前期 16 軒、古墳時代後期 2 軒の合計 19 軒の住居が確認されました。

〇 天王山古墳

・大留町の天道塚公園内
・直径約 28.5m、高さ 4.5m の円墳
・標高約 32m の庄内川の自然堤防上に立地している。
・明治期の地籍図には竹薮として表記されていた。
・前期（4 世紀頃）の古墳
・天王山古墳の周辺には、自然堤防上に弥生時代後期

を中心とする大留六反田遺跡、大留井高上遺跡が所
在し竪穴住居、中世集落が確認されている。

〇 親王塚古墳

・大留町の神明社境内の西側に位置する。
・直径 14m の円墳・横穴式石室

・石室の長さは 4m、幅 1.3～1.6m、高さ 1.8m
・名称は宗良親王あるいは護良親王の遺品を埋葬したとの伝承

による。
・6 世紀末～7 世紀初頭の古墳
・昭和 43 年(1968)12 月～44 年 11 月発掘調査が行われている。
・当地の北 2kｍのところに、春日井市で最古に属する出川大塚

古墳がある。

〇 大留荒子古墳

・大留１丁目の荒子公園に移設
・墳径約 10m、高さの 2.6m の円墳・横穴式石室
・被葬者が複数であった可能性もあり、この地域の有

力者の家族墓が想定されている。
・7 世紀前半の古墳
・区画整理事業に伴い、昭和 63 年(1988)に発掘されたのち、

平成元年(1989)に内津川沿いにある荒子公園に移設された。

天王山古墳 現在公園内にある

令和元年

親王塚古墳

大留荒子古墳
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【神領古墳群】

神領第 1 号墳は平成２
年に公民館の排水管理設
工事に伴い、４号墳は平
成 22 年に地域住民が耕作
中に須恵器を採集したこ
とがきっかけとなって発
見された古墳で、墳丘は
既に失われ、地上に痕跡
を留めていませんでした。

この辺りは、庄内川が大
きく曲がり水害の記録が多
く残っています。江戸時代に堤防を築いた際の土取りに消えたと
思われます。

三明神社社殿の横の林の中に三明神社古墳が現存しており、この南西 50m の神社境内地の庄内
川右岸の自然堤防上、標高約 27m に神領第 1 号墳(発掘調査後埋め戻されて石柱標識が立ってい
る)が立地しています。この南西約 30m に 4 号墳（平成 23 年発掘調査後滅失）、さらに明治時代の
地籍図には古墳の可能性のある塚の表記が確認できます。

かつて、三明神社境内地を中心に古墳群が形成されたと推定されています。

〇 神領第 1 号墳

・神領町 1 丁目地内（三明神社境内地）
・庄内川右岸の自然堤防上、標高約 27m に立地
・神社の入り口辺りに解説板があり、この解説版の後

方の更地部分が古墳の跡
・直径 15m の円墳、石室は発掘調査後埋め戻されて石柱

標識が立っている。
・横穴式石室 長 3.3m、幅 1.1～1.4m
・7 世紀後の古墳

〇 三明神社古墳

・三明神社境内
・本殿後方が小高く盛られている。
・直径約 20m、墳丘の高さ 3.4m の円墳

〇 神領第４号墳

・三明神社境内
・横穴式石室 直径 12m
・築造時期は７世紀
・洪水で堤防を修復するときの土取りの対象となって消えてい

った。

神領第 1 号墳

三明神社古墳

神領第 4 号墳

・高御堂古墳   ・三明神社
・神領第 1 号墳、
・三明神社古墳
・神領第 4 号墳)
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〇 高御堂古墳

・堀ノ内町５丁目(高御堂公園内)
・庄内川の旧河道によって形成された標高 25m 前後の自然堤防上に立地している。
・古墳時代前期と考えられる市内唯一の前方後方墳
・墳長 63m
・4 世紀代の古墳築造(市内で最も古い古墳の一つ)
・昭和 26 年に市指定史跡文化財
・高御堂古墳の後方部墳裾に沿って高貝用水開削されており、用水の石組みの一部が確認

されている。

神領銅鐸

神領小学校北、神領保育園、貴船神社の境内に接した小川の堤あたり
から２点の銅鐸が出土(1858 年)したもので、出土場所にそれを示す石柱
が立てられています。

貴船神社に秘蔵され、村人たちは雨乞いなどに使っていたとのこと。
この銅鐸は釣鐘状の青銅器で高さ約 92cm と大きく、弥生時代後期

(1800 年前)のもので、三河・遠江地方を中心とした地域で多く発見され
ている「三遠式」と呼ばれる型式です。

本来の用途については諸説ありますが、一説によると雨乞いや農作物
の豊穣を願う農耕祭祀に使用したと言われています。

激しく破損していたが、平成 5 年(1993)に修復復元され瑞雲寺に保管
してある。同時に出土したもう 1 点の銅鐸は現在行方不明になっている。

平成元年９月に市指定文化財に指定されています。

復元された銅鐸

高御堂古墳の後方部墳裾
高貝用水石組み検出状況高御堂古墳 市内唯一の前方後方墳

出土された銅鐸

春日井市教育委員会 古墳散歩から

「近畿 式」 は 鈕
ちゅう

(上部の半 円式 の部 分)
に飾り耳があるが、「三遠式」はそれがな
い。
「三遠式」は短期間で姿を消し、やがて
近畿式の分布圏に飲み込まれる。
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庄内川、内津川合流点から東方面を望む

平成 29 年撮影
は、桜佐下五反田遺跡、上方(上流)に気噴・大留・神領古墳群
がみえる。
下方(下流)には松河戸遺跡などがある。

④ 上条、下津、中切、松河戸辺り

この辺りは、春日井市で最も標高の低い地域で、早くか
ら稲作が行われていました。

縄文時代末から近世に至る大規模な複合遺跡がみられま
す。

区画整理が行われるまで条里制の区画された整然と広が
る水田がみられました。

〇 桜佐下五反田遺跡

平成 27 年土地区画整理事業に伴う試掘調査により新
たな遺跡として確認され、発掘調査が行われました。

庄内川・内津川の合流点の北東(桜佐町字下五反田地
内)の氾濫原に位置するところに、縄文、古墳、平安、鎌倉、室
町時代の複合集落跡がみらます。

時代ごとに「ムラ」の中心地と分布域が比較的明瞭に分かれて
おり、15 世紀を最後に水田へ変わりましたが、川の氾濫により
集落は現況集落が所在する自然堤防(微高地)へ移転したと思われ
ます。

〇 松河戸遺跡

平成８年(1996)1 月から 10 年(1998)11 月にかけ
て、区画整理事業に伴う発掘調査が行われました。

道風公園の北部一帯に整然と広がっていた水田地
帯に所在する広大な遺跡です。

縄文時代の終わりから弥生時代前期と鎌倉・室町時
代の複合集落遺跡です。

稲作農耕が日本に伝わってきた初期の段階の遺物
であり、縄紋中期・弥生前期・古墳中期の集落、中世
の条里地割水田などが確認されています。

特に弥生前期の環濠集落 は愛知県下でも最大級の規
模を誇り、環濠内および居住域を横断する自然流路か
ら多数の木製品が出土しており、弥生前期の木製品の出
土は現時点愛知県では松河戸遺跡のみです。       

庄内川下流には、町田遺跡、勝川遺跡、味美古墳群
と続いています。

【参照(p329) 14 松河戸遺跡】

桜佐下五反田遺跡

区画整理事業に伴う発掘調査中 平成 29 年撮影

松河戸遺跡 現地説明会 平成８年８月
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愛宕（あたご）神社古墳

勝川町内の国道 19 号線沿いにあり、勝川古
墳群で唯一現存する古墳です。

墳丘は社殿造営により原形を留めていません
が、直径 16.5m の円墳とされています。

〇 勝川遺跡

JR 中央線を挟み、東名阪自動車道の
高架が交差する勝川町 5 丁目を中心に庄
内川の右岸に位置します。

勝川遺跡の推定範囲は東西約 600m・
南北約 400m、立地地形上は段丘崖から
庄内川・地蔵川の氾濫原にかけての広大
な地域に及びます。

環濠集落、古墳(勝川古墳群)等、弥生
時代、古代寺院(勝川廃寺７世紀末奈良
時代)から近世の町家に至る市内屈指の
複合遺跡で、継続的な大規模拠点集落で
あったことがうかがえます。

出土遺物は弥生土器、壺、甕・高坏、須恵短頸壺、瓦
類、山茶碗があります。

勝川廃寺

勝川では方々で布目瓦が拾え、白鳳から奈良時代の寺院跡の存在が推定されていました。
土地区画整理事業に伴い、昭和 55 年からの調査の結果、その範囲は勝川町５丁目を中心とする東西 227m 南北 148m と推

定されています。
これらの瓦は高蔵寺町の瓦窯で焼かれたと考えられています。                    

  昭和 57 年 春日井市

古代遺跡 竪穴住居完掘状況（北東から）

勝川遺跡・古墳群・廃寺
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⑤ 味美周辺の味美古墳群

国の史跡に指定されている二子山古墳（前方後円
墳・墳長 96m）、愛知県の史跡に指定されている白
山神社古墳（前方後円墳・墳長 86m）、御旅所古墳
（円墳・径 31m）、そして白山神社から県道 102 号
を挟んで西方約 300 メートルに位置する春日山古墳
（前方後円墳・墳長 74m）があり、合わせて 3 基の
前方後円墳と 1 基の円墳が現存しています。

この他にかつて「味美」（春日井市二子町他）か
ら「味鋺」（名古屋市北区）にかけて、百基以上存
在した古墳を「味美古墳群」と総称しています。

古墳の年代については、埴輪などの特徴から 5 世
紀の後半頃と推定されます。

二子山古墳から発掘された埴輪から味美古墳群の
埴輪は近くを流れる八田川の上流にある下原古窯跡
群(春日井市)で生産されたと推定されています。

須恵器製作技法を用いて大量生産され、このことから須恵器工人が製作に携わっていたことが
推測されます。

春日山古墳

白山神社古墳

二子山古墳

御旅所古墳

昭和 52 年(1977)当時の味美古墳群
写真右下に味美二子山古墳、その上に味美白山神社古墳、

その左手にある小規模な円墳が御旅所古墳で、写真左上に
は味美春日山古墳が見える。

国土交通省

昭和 24 年(1949)当時の味美古墳群
国土交通省 国土地理院 地図・空中写真閲覧サービスの空中
写真を基に作成。



Ⅵ 地域探訪                            19 庄内川沿いの探訪
                                    (1) 古墳、古代遺跡

- 437 -

〇 二子山古墳

・春日井市で最大の規模を誇る古墳
・盾形の周溝をもった前方後円墳
  全長 96m
  後円部径 48m、高さ 8m
  前方部幅 65m、長さ 54m
  くびれ部幅 38m
・築造年代は、出土した埴輪や須恵器などから 6 世紀前半（約 1500 年前）とされている。

                         (昭和 11 年に国指定史跡)

〇 白山神社古墳

・前方後円墳
墳長約 86m、後円部径約 48m、高さ約 6.5m
前方部幅約 48m、長さ約 348、高さ約 5m、くびれ部幅約 30m

・墳頂に白山神社があり、周りに周濠をめぐらしている。
・平成 19 年度に発掘調査が実施され、出土した須恵器や埴輪から 5 世紀末から 6 世紀初

頭の築造であると考えられる。
(昭和 58 年に県指定史跡)

〇 御旅所古墳

・円墳で、墳丘上に祠がある。
墳径 31m、墳高 2.9m

・出土した埴輪から 5 世紀末から 6 世紀初頭
の築造で、埴輪の特徴から白山神社古墳に
後出するものと考えられる。
      (昭和 58 年に県指定史跡)

〇 春日山古墳

・白山神社から県道 102 号を挟んで西方約
300 メートルに位置する。

・前方後円墳
墳長約 74m、後円部径約 38m、
高さ約 6m、前方部幅約 43m、
長さ約 37m、高さ約 4.5m、
くびれ部幅約 30m

・築造時期は６世紀後半と考えられる。

資料

春日井市教育委員会 文化財課の資料から 春日井市教育委員会 古墳散歩から
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(参考資料) 春日井市の地形と主要遺跡分布

  

                                  資料 市教育委員会文化財課

大留・南気噴遺跡群

堀ノ内・神領遺跡群

松河戸遺跡

町田遺跡勝川遺跡

桜佐下五反田遺跡
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郷土誌かすがい

春日井をとおる街道 6 脇道・里道 から

(２) 庄内川の渡し

明治の初め頃まで物資の運搬にとって水運が重要でしたが、陸上交通の面からみれば川
は大きな障害でした。江戸時代庄内川は軍略上の理由から橋がかけられず舟渡しでしたが、
渇水期には仮橋を架けるところもあり、徒渡も随分あったと思われます。

街道はもちろん主要な生活道の近くには、対岸へ行き易い所を選んで「渡し」が造られ
ていました。

先人たちがこの場所になぜ「渡し」や「橋」を造ったのかを考えてみるのもおもしろいと
思います。庄内川にあった春日井市境の主な「渡し」を上流からからみてみます。

②岩瀬の渡し …………………………… p440

② 入尾の渡し……………………………… p440

③ 大日(大留)の渡し ……………………… p440

④ 野田(吉根)の渡し……………………… p441

⑤ 桜佐の渡し……………………………… p441

⑥ 下津の渡し……………………………… p441

⑦ 松河戸の渡し…………………………… p442

⑧ 勝川の渡し……………………………… p443

⑨ 味鋺の渡し……………………………… p443

松河戸文化科学探求隊

隊長 長谷川浩
080－3657-7052

松河戸町の沿革ホームページ
http://matsukawado.com/
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入尾の渡し、   出典 張州雑志

客 2 人を乗せた小船が入尾から高蔵寺へ向けて玉野川を渡ってい
る。

その下流には木杭を打ち小枝を詰めて川を堰き止め、打盤艘を入
れてアユをとる仕掛けが造られている。

大正 13 年に本流部分に架けられ
た木造の橋
この橋が架けられるまで、大日の
渡しがあった。

① 岩瀬の渡し

玉野と対岸の岩瀬(古地名)との間にあり、今は玉野橋がかかっている辺りにありました。
両側とも峡谷になっているため、水量の多い時は流れが速くとてもこわかったといいます。
内津、外之原方面から水野・瀬戸や定光寺へ通じる近道でした。昭和 10 年頃仮橋が完成するま

でありました。

② 入尾の渡し

この渡しは、玉野川峡谷の終了地点(愛知環
状鉄道の橋梁の直下)辺りにあり、高蔵寺と入
尾(古地名)を結び、春日井郡の村々から水野
代官所へ行く場合や、玉野道から定光寺へ出
て、下半田川から中馬南街道を木曽方面へ通
じているので、この辺りの中心的な渡しでし
た。

渡し賃を取るだけでは不足するので、周辺の
村々が分担金を出して必要経費をまかなってい
ました。

急流で危険を伴う渡船であったので、明和
2 年(1767)尾張藩の御船奉行から運航の指示
書も出されており、渇水期には板橋が架かっ
ていました。

中央線の高蔵寺駅が明治 33 年に開設されて、瀬戸方面からの往来が増えて大賑わいになったた
め、両岸を結ぶ鋼鉄線を張ってこれと船をロープでつないで引っ張る方法をとったそうです。

明治 43 年に鹿乗橋が完成して渡しはなくなりました。

③ 大日(大留)の渡し

志段味橋上流約 100m、旧大留橋やや下流にあり、
上大留の大日堂（禅源寺）の前と中志段味を結んで
いた。

大日堂には舟頭が常駐し弘法の祭りの時には大
いに賑わったといいます。

天正 12 年(1584)「小牧・長久手の戦」の折りに
は、秀吉側の池田・森軍が渡河したところでもあります。

大正 13 年、大留橋がかかるまで渡しがありました。
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野田の渡し、 内津神社保管

絵：『内津道中記』より

棹で漕ぐ船頭が 6 人ほどの客を乗せて庄内川
を渡している。

春日井側手前は河原となり、守山側は崖を上
がったところに建物が 2 棟描かれている。

春日井市桜佐町の庄内川堤防下に祀られている
「水神様」。

現在の下津の渡し跡

下津の人達によって記念として建てられた。
た。

④ 野田(吉根)の渡し

吉根橋の下流 150～160m 辺りにあり、密蔵院の南の野田  と
守山の吉根を結んでいました。

川幅が狭く流れが緩やかな浅瀬を、渇水期には歩いて渡り、
増水期は渡船にて渡っていました。

大正時代には、吉根の郷船と呼ばれる 20 人乗りの船で、
渡し賃は 2～5 銭の志で、村の費用を加えて運営されていまし
た。

船頭さんは岸近くの小屋に待機して、客があり次第対応して
いました。

天正 12 年(1584)「小牧・長久手の戦」の折りには西軍
堀秀政隊がこの渡しを渡ったと伝えられています。

⑤ 桜佐の渡し

庄内川と内津川の合流点近くにあり、桜佐の水神様の石碑
の前から吉根へ、通常は徒歩(かち)にて渡り、増水期には渡
船が出ていました。

舟頭は吉根と桜佐におり両岸には舟小屋があり、地元の
人々は無料、他は志として少々の渡し賃を取り、舟頭には謝
礼として吉根村から米や麦が贈られていました。

内津川合流点より約 200m 上流の庄内川右岸には霧堤
がありました。上条用水の改修や堤防道路の完成ととも
に霧堤は姿を消しましたが、内津川左岸にその一部が残っています。

⑥ 下津の渡し

松河戸の渡しから上流へ 2Km のところに「下津の渡
し」がありました。

下津尾から龍泉寺への道にあり、流れの緩やかな淵
で、広い河原の中に、船着き場まで道ができていまし
た。

対岸の龍泉寺の下へ着いたので、初観音(正月 18 日)
や節句のときは参拝の人たちが多く利用しました。

昭和 14 年(1939)頃までは通常に運航されていまし
たが、昭和 13 年に松河戸に橋が架けられたことで
昭和 17 年(1942)に廃止されました。
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『春日井・小牧の昭和』樹林舎

1962 年(昭和 37)頃

下津の渡し(1962 年(昭和 37)頃)

船賃は大正中期から昭和 13 年頃までは片道２銭でした。
また竜泉寺の節分や初観音の時など利用客が多い時は、本流のみに橋を架け片道２銭(往復３銭)

を取っていたこともあります。

昭和 40 年(1965)頃まで、龍泉寺の節分や初観音の時にだけ運航して参詣の人々が利用していま
した。

舟は笹舟で木曽川からの
払い下げを購入し、料金は
片道 20 円、往復 30 円で、
県の許可のもと「渡し賃」
が取られていました。

松河戸の人たちも、この
時期は松河戸橋があっても
この渡しを利用して龍泉寺
へ行ったものです。

                           
                    

⑦ 松河戸の渡し

現在の松川橋の下流約 150m(河口から 25.2Km)の浅瀬を笹舟(小舟)により運行し、江戸時代、
渇水期には水の深い部分だけ板橋を設けて人馬を渡していたようです。

享保５年(1720)に橋が架けられたことがありましたが、勝川村の訴えで取り払われました。
（勝川の渡しとの権利争い。当時勝川村は宿場的機能があり一帯に大きな力を持っていた。)
大正時代の終わりには両岸に綱を張り、それを手繰って操船していたといいます。
古くは松河戸村が運行を担当していましたが、大正時代には川村が担当していました。
昭和８年(1933)流れの部分にのみ小橋が架けられ渡しは廃止となりました。
天正 12 年(1584)４月 8 日「小牧・長久手の戦」の折り西軍秀吉方の三好秀次隊 8 千人が長久手

を目指してここを渡河したといわれています。        【 参照(p146) 3 暮らしと川 (5)渡しと橋 】

『名区小景』（小田切春江著、弘化 4 年・1847）の版
画の一つに「松河戸釣人」として描かれている。

庄内川で魚を釣る人が５人、下流の流れの狭い所に
木の橋が架けられている。馬を引いた人が渡ってい
る。

庄内川に浮かぶ船 (明治 33 年年頃)

現在の松川橋の下流約 150m(東雲の松辺り)の浅瀬を
笹舟 (小舟)により運行し、県道の渡し場で運賃は無料だ
った。山の上に龍泉寺が見える

白沢小学校 15 周年記念誌『白沢のながれ』より。


